
全国展開行事セミナ

『事例共有がもたらすインスピレーション

～知ることの重要性と共有の価値～ 』

10/25(金)
申込締切日
10/22(火)

参加費無料

現代社会において、あらゆる企業がデジタルトランスフォーメーション(DX)
を進める中で、先進的な実践知と経験の共有は成功への鍵となります。
本セミナーでは、各社の取り組み事例の蓄積や分析、活用に至るまでの
プロセスの重要性や、それを如何にビジネスに応用するかという実践的な
知見をご紹介します。

全国の日立ITユーザ会員 定員６０名

（経営管理部門、IT部門、DX推進部門等）

日立ITユーザ会

概要

対象

主催

日時 2024年10月25日(金) 14:00受付開始

14:30～17:00 セミナー

17:15～18:15 交流会

会場 TKPガーデンシティ東梅田 6F バンケット6A

(JR大阪駅より徒歩6分) 地図はこちら

■日立ＩＴユーザ会会員の方は当会コミュニティサイトからお申込みください。
https://www.it-user.hitachi.co.jp/Topicslist/Detail?id=892

■初めての当会行事にお申込みの方は下記URLよりユーザ登録申請を
お願いします。
https://www.it-user.hitachi.co.jp/Introduction/Userreg/

お申込み
方法

お問合せ：日立ITユーザ会事務局 ｜ E-Mail：y-jmk@ml.itg.hitachi.co.jp

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gc-higashi-umeda/access/
https://www.it-user.hitachi.co.jp/Topicslist/Detail?id=892
https://www.it-user.hitachi.co.jp/Introduction/Userreg/
mailto:y-jmk@ml.itg.hitachi.co.jp


スケジュール プログラム

14:30～15:00
基調講演

「ユースケース蓄積・利活用の重要性
～Lumada での取り組みご紹介～」

株式会社日立製作所 江口 智也氏

15:00～16:00
パネルディスカッション

「日立ITユーザ会論文制度が持つユースケースとして
のポテンシャルは？」

＜パネリスト＞

レンゴー株式会社 森口 幸浩氏
マルチコンピューティング株式会社 卜部 和敏氏
株式会社日立製作所 江口 智也氏

＜ファシリテータ＞

永倉正洋 技術士事務所 永倉 正洋氏

16:10～16:30
受賞論文発表１
(会員事例紹介)

「セキュリティゲーム教育の導入とその成果」
株式会社オーイーシー 瀧石 良平氏

16:30～16:50
受賞論文発表２
(会員事例紹介)

「塗り替えるＩＴ運用
～日本ペイントのＰｒｏｊｅｃｔ ＯｘＴの挫折と成功の記録～」

日本ペイントコーポレートソリューションズ株式会社 明神 舞氏

■受賞論文発表1 論文要旨より引用 ((株)オーイーシー)
毎年、社員教育を実施しているが、教育方法のマンネリ化など課題が発生していた。
この状況を改善するべく、今までとは違った教育ツールとして「セキュリティゲーム」を導入した。ゲームとい
う「楽しさ・学びやすさ」で受講者が積極的に参加しつつ、知識がなくても、自分たちでどうすればよいの
か考えながら、セキュリティの意義を再認識することができ、大きな成果につながっている。実際にセキュ
リティゲームの受講者からは高い評価を得ている。
最近は、社内だけでなくインターンシップや顧客依頼のセキュリティ研修でも実施しており、セキュリティ
ゲームの活用の場が広がっている状況である。今後は、社内での定期的な研修の開催により、受講者
を増やして課題の改善に取り組みたいと考えている。

■受賞論文発表2 論文要旨より引用 (日本ペイントコーポレートソリューションズ(株)
当社グループの経営上のミッションである「株主価値最大化」を実現するために、ＩＴ部門もＮＰＣ
Ｓ発足をきっかけに、その経営リソースをより価値の高い施策にシフトさせるべく、継続的なＩＴ運用コ
ストの削減とＩＴサービス品質の向上を同時に狙ったＰｒｏｊｅｃｔ ＯｘＴ（Operations X 
Transformations)を始動させた。
プロジェクトは組織一丸となった努力で、ＩＴ部員が３割減る中で、３０％もの運用コスト削減を
１年で実現するに至った。一方で、一過性のものとせず継続的に組織全体で改善を続けていくことは
容易なことではなく、推進は多くの壁にぶつかることとなった。
本発表では、本プロジェクト推進事務局が味わった挫折と、あきらめずにその挫折から学び一歩一歩
前に進んできた苦闘の記録である。人は成功からより失敗から多くを学ぶと言うが、私たちの失敗から
の学びを皆さんの一助になれば幸いである。
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